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暮らしに関する意識調査をAIで分析

会員トピックス

株式会社長谷工コーポレーション

　長谷工グループ（代表企業：株式会社長谷工コーポ
レーション、本社：東京都港区、代表取締役社長 熊
野 聡、以下「当社」）は、マンションライフに寄り添
う情報とサービスの提供を目的に、2014年より会員
サイト「ブランシエラクラブ」を運営しています。マ
ンションの設計施工、管理・修繕まで一貫して手掛け
てきた当社の強みを活かし、単なる優待や情報提供に
とどまらず、暮らしの中で生じる悩みや不安に応える
コンテンツを揃えています。会員数は順調に増加し、
2026年４月時点で49万人に達しました。ブランシエ
ラクラブを当社のマーケティング基盤の一つと位置づ
け、会員向けの定期的なアンケート等を通じて、生活
者の声を継続的に収集・把握しています。
　2024年10月に「自分らしい暮らし」をテーマとし
て実施したWEBアンケートによる意識調査では、約
6,000人の回答を収集しました。本調査では、従来の

分析手法に加え、AIを活用したブロードリスニン
グツール「Talk to the City」を用いた多角的な分析
を試みました。ブロードリスニングとは、ブロード
キャスト（情報の一方向的な発信）の逆の概念であ
り、AIを活用してアンケートの自由記述やSNS等に
表出する多くの人々の声を集約・要約・可視化し、潜
在的な意識や社会的な論点を横断的に捉える分析手
法です。「Talk to the City」は、米国のNPO法人AI 
Objectives Instituteが開発した、ブロードリスニン
グ手法を実装するオープンソースのAI分析ツールで
あり、定性データを可視化し、探索的に理解すること
を可能にします。分析過程における人為的な解釈の介
在を抑え、AIによる客観的かつ再現性の高い視点で、
回答の全体像を把握することを目的に本調査で導入し
ました。

図１　自分らしく暮らすための工夫（4,577件）



38 ALIA NEWS  vol.191  2026.05

図３　性別

図４　年代

図５　自分らしい暮らしができていますか？

有効回答者数：5,904名

図２　自分らしい暮らしができていない理由（1,327件）

■価値観・ライフスタイル傾向の詳細分析結果
　本調査は「あなたにとっての、よりよい“自分らし
い暮らし”とは？」をテーマとし、生活者がどのよう
な工夫を通じて“自分らしさ”を実現しているのか、
また実現できていない場合の障壁は何かを把握し、現
代の暮らしに対する価値観やライフスタイルの傾向を
捉えることを目的に実施しました。回答者のうち、約
５割強（3,150名）を男性が占め、女性をやや上回る結
果となりました。年代別では50代・60代の構成比が
高く、定年退職前後や子育てが一段落するライフス
テージに該当する層が多く含まれています。こうした
属性構成から、日常生活における時間的・心理的制約
が相対的に緩和されるタイミングにおいて、自身の暮
らし方や価値観を改めて見つめ直す意識が高まってい
る可能性が示唆されます。
　調査の結果、回答者の78％が「自分らしい暮らしが
できている」と回答しました。
　年代・属性別に見ると、30 ～ 40代では、男性は「家
族と過ごす時間」を重視する傾向が見られました。一
方、女性は「インテリア・空間づくり」を通じた工夫
によって、自分らしさを実現している傾向が確認され
ています。また、年齢を重ねるにつれて、男女ともに「自
分の時間を有効に使うこと」や「地域活動への参加」、

「身体を動かすこと」など、より外向きの活動を通じ
て自分らしさを実感する傾向がうかがえました。　
　一方、22％は「自分らしい暮らしができていない」
と回答しており、その背景には、住空間の狭さや物の
多さ、またそもそも自分らしさがわからないといった
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課題があることが示されました。属性別の傾向として
は、「家庭と仕事に追われている」という悩みが男性
のみで上位に挙がっており、家事・育児と仕事の両立
における家庭内の責任や役割分担の課題が浮き彫りに
なっています。女性からは「古さと狭さで整わない」「狭
くて雑然とした家」など、居住空間に対する不満の声
が目立ちました。年代別に見ると、30代～ 40代では
男女ともに、家事・育児と仕事の両立が大きなテーマ
となっています。50代では、責任ある立場に就く人が
増え、仕事中心の生活になりやすい傾向が見られます。
さらに60代～ 70代になると、「介護」が女性のみで上
位にランクインしており、家族を支える役割を女性が
担う傾向が依然として強いことが示されました。
　ブランシエラクラブでは、2026年２月に会員を対
象にしたライフスタイルに関する「価値観調査」も実
施しました。「住まい」「仕事」「人とのつながり」「健康」
など、日々の暮らしに関わるテーマについて全61問
で構成したWEBアンケートで、生活者の価値観や行
動の背景を幅広く捉えることを目的とし、約10,000
件の回答をもとに、多角的な視点から分析を進めて
います。
　今後もAI等の先端技術を活用したマーケティング
活動を推進するとともに、調査結果を広く公開するこ
とで、企業・自治体・研究機関との共創を通じ、社会
課題の解決や新たな価値創出に向けた取組みを進めて
いきます。

　長谷工グループ『ブランシエラクラブ』公式サイト

表１　性別・年代別：自分らしく暮らすための工夫

表２　性別・年代別：自分らしい暮らしができていない理由


